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発
行
日

令
和
元
年
六
月
三
十
日

題

字

陸
軍
大
将

一
戸
兵
衛

発
行
者

太
郎
坊
宮
社
務
所

東
近
江
市
小
脇
町
二
二
四
七
番
地

本
年
五
月
一
日
、
我
が
国
は
天
皇
陛
下

の
御
即
位
に
よ
っ
て
新
し
い
時
代
の
幕
開

け
を
迎
え
ま
し
た
。
此
処
に
聖
寿
の
万
歳

と
皇
室
の
弥
栄
を
謹
ん
で
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

御
即
位
に
伴
う
改
元
が
世
間
を
賑
わ
せ

た
事
は
記
憶
に
新
し
い
所
で
す
が
、
本
邦

に
於
け
る
元
号
は
「
大
化
」
に
始
ま
り
ま

す
。
大
化
と
聞
け
ば
「
大
化
の
改
新
」
が

思
い
浮
か
ぶ
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

元
号
は
、
歴
史
の
節
目
を
示
す
大
き
な
意

味
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
の
で
す
。
天
皇

陛
下
御
一
代
に
つ
き
、
一
つ
の
元
号
を
用

い
る
制
度
は
明
治
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

明
治
以
前
は
と
い
え
ば
、
様
々
な
慶
事
に

応
じ
て
元
号
が
改
め
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

お
目
出
度
い
瑞
雲
の
出
現
を
祝
し
た
「
神
護

景
雲
」
。
戦
国
が
終
わ
り
、
平
和
な
時
代
の

到
来
を
告
げ
た
「
元
和
」
等
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
一
方
で
、
重
な
る
凶
事
を
振
り
払
う
べ

く
改
元
し
た
例
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

古
典
を
紐
解
き
、
慎
重
に
慎
重
を
重
ね
て

慶
字
を
撰
し
、
数
文
字
の
中
に
日
々
幸
福
で

あ
れ
か
し
と
の
一
念
を
込
め
る
―
―
。
こ
う

し
た
事
象
を
顧
み
る
と
、
人
々
は
「
元
号
」

と
い
う
も
の
に
自
分
が
生
き
る
今
現
在
の

「
幸
」
を
託
し
た
の
だ
と
思
い
至
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
日
々
用
い
る
元
号
に
寄
せ

る
日
本
人
の
思
い
は
、
今
も
昔
も
並
々
な
ら

ぬ
も
の
が
あ
り
ま
す
。
只
今
の
元
号
「
令
和
」

に
は
、
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
、

文
化
が
生
ま
れ
育
つ
、
と
い
う
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
思
い
に
叶
う
べ
く
世

の
為
人
の
為
に
奉
仕
し
、
す
ば
ら
し
き
日
本

と
な
る
よ
う
努
め
て
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。

太
郎
坊
・
阿
賀
神
社
宮
司

奥
田
素
之

赤
神
山

（
あ
か
が
み
や
ま
）

赤
神
山
と
は
、
太
郎
坊

大
神
様
が
お
鎮
ま
り
に
な
る

近
江
国
高
天
原
、
す
な
わ
ち

太
郎
坊
山
の
御
名
で
す
。

香盒（平安京大内裏大極殿ノ瓦ヲ以テ作ル）

奉
祝

天
皇
陛
下
御
即
位

太郎坊宮所蔵の名品⑥

↑太郎坊宮HP↑



一

月

歳
旦
祭

太
郎
坊
宮
敬
神
講
社
新
春
祈
願
祭

太
郎
坊
宮
敬
神
講
社
評
議
員
会

ど
ん
ど
焼
・
古
神
札
焼
納
祭

二

月

節
分
厄
除
大
祭

厄
除
招
福
神
事

紀
元
祭

祈
年
祭

三

月

太
郎
坊
宮
敬
神
講
社
講
元
役
員
会

太
郎
坊
宮
敬
神
講
社

各
支
部
単
位
会
講
社
祭

平
成
会
総
会
・
平
安
隆
昌
祈
祷

大
韓
民
国
文
化
院
様
視
察
来
訪

国
定
登
録
有
形
文
化
財
登
録
答
申

例
祭

四

月

春
季
講
社
大
祭

氏
子
渡
御
祭

日
供
講
講
社
祭

昭
和
祭

五

月

お
田
植
大
祭

六

月

生
根
神
社
様
正
式
参
拝

夏
越
大
祓
式

上
半
期
に
は
祈
年
祭
や
例
祭
、
氏
子
渡
御

祭
と
い
っ
た
重
儀
が
続
き
ま
し
た
が
、
ご
関

係
各
位
の
お
力
添
え
に
よ
っ
て
滞
り
な
く
斎

行
致
し
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

中
で
も
、
五
月
の
お
田
植
大
祭
は
好
天
に

恵
ま
れ
多
く
の
参
拝
者
を
お
迎
え
致
し
ま
し

た
。
祭
礼
準
備
の
段
階
で
は
氏
子
総
代
・
同

Ｏ
Ｂ
会
の
有
志
に
よ
る
助
勢
を
仰
ぎ
、
御
神

田
の
整
備
を
実
施
。
前
年
の
台
風
で
損
壊
し

た
鳥
居
の
修
繕
や
耕
作
域
の
造
作
変
更
、
神

田
周
辺
の
雑
草
始
末
、
更
に
砕
石
敷
設
に
よ

る
域
内
整
備
ま
で
、
暑
気
の
中
を
連
日
に
亘
っ

て
ご
奉
仕
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ダ
イ
プ
ラ

株
式
会
社
様
に
は
、
御
神
田
の
結
界
柵
修
繕

に
用
い
る
用
材
を
ご
奉
納
頂
き
ま
し
た
。
更

に
、
氏
子
の
今
宿
貞

和
様
よ
り
、
お
田
植

大
祭
の
重
要
な
役
付

け
で
あ
る
「
太
田
主
」

の
装
束
一
式
を
ご
献

納
頂
き
ま
し
た
。

来
る
令
和
二
年
五
月
に
は
、
お
田
植
大
祭

が
八
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
佳
節
を
記

念
し
た
行
事
の
企
画

も
進
め
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
は
、
引
き
続

き
太
郎
坊
宮
の
諸
神

事
に
ご
助
力
賜
り
ま

す
様
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

お
よ
そ
一
ヵ
月
ほ
ど
前
、
多
く
の
方
々
が

「
平
成
三
十
一
年
四
月
三
十
日
」
そ
し
て

「
令
和
元
年
五
月
一
日
」
の
御
朱
印
を
拝
受

し
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

感
謝
と
奉
祝
の
真
心
で
迎
え
た
御
代
替
り
。

国
中
が
、
さ
な
が
ら
お
祭
り
の
よ
う
で
し
た
。

皇
室
と
国
民
の
深
い
繋
が
り
を
象
徴
す
る
現

象
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

平
成
最
後
の
三
月
、
太
郎
坊
宮
の
社
殿
群

が
「
登
録
有
形
文
化
財
」
に
答
申
さ
れ
ま
し

た
。
貴
重
な
文
化
財
を
次
代
へ
伝
え
る
と
い

う
責
務
を
果
た
す
べ
く
、
尚
一
層
尽
力
し
て

参
り
ま
す
。
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（2）

社
務
日
誌
（
抄
）

恒
例
の
諸
祭
儀
を
斎
行
し
ま
し
た

社
務
雑
感



一

月

新
春
呈
茶
席

二

月

滋
賀
県
立
八
幡
商
業
高
等
学
校
様

職
場
体
験
学
習

フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
様

「林
修
の
ニ
ッ
ポ
ン
ド
リ
ル
」撮
影

東
近
江
市
観
光
協
会
様

主
催

「東
近
江
ち
い
さ
な
た
び
い
ち
」開
催

三

月

東
近
江
三
方
よ
し
基
金
様
懇
話
会

中
学
生
対
象
一
泊
二
日
ツ
ア
ー

「知
ら
な
損
や
で
！
東
近
江
市
」様

四

月

観
桜
呈
茶
席

産
経
新
聞
社
様

「記
紀
が
描
く
国
の
始
ま
り
」取
材

五

月

朝
日
放
送
テ
レ
ビ
様

「お
は
よ
う
朝
日
土
曜
日
で
す
」撮
影

中
野
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
様

「太
郎
坊
さ
ん
の
話
の
タ
ネ
」講
演
会

清
水
小
脇
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
様

み
つ
く
り
山
縦
走
ハイ
キ
ン
グ

滋
賀
県
神
社
庁
八
日
市
支
部
様

総
会

六

月

竹
中
半
兵
衛
顕
彰
会
様

三
月
、
「
ま
る
ご
と
東
近
江
」
と
題
し
た

ツ
ア
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
東
近
江
市
内
の
中

学
生
を
対
象
と
し
た
企
画
で
、
地
域
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
試
み
で
す
。

市
内
の
散
策
な
ど
を
経
た
後
、
太
郎
坊
宮

で
は
お
守
り
づ
く
り

を
体
験
。
「
お
守
り

に
込
め
ら
れ
た
意
味

が
初
め
て
分
か
っ
た
」

「
自
分
だ
け
の
お
守

り
が
嬉
し
い
！
」
と
、

大
好
評
で
し
た
。
そ

し
て
、
夜
は
参
集
殿

に
宿
泊
。
話
に
花
が

咲
い
た
の
か
、
全
く

寝
な
い
学
生
も
…
。

翌
日
は
鈴
鹿
十
座

の
ひ
と
つ
竜
ヶ
岳
の

登
山
も
体
験
し
、
東

近
江
市
を
ま
る
ご
と

味
わ
う
二
日
間
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

（
東
近
江
市
観
光
協
会
主
催
、
次
回
開
催
は
未
定
）

好
き
な
デ
ザ
イ
ン
の

お
守
り
袋
と
紐
を
選
び
、

自
分
だ
け
の
お
守
り
を

作
る
「
お
ま
も
り
づ
く

り
」
体
験
。

開
始
か
ら
半
年
で
、

約
七
〇
〇
組
の
方
々
に

ご
体
験
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
守
り
の
袋
も

六
〇
種
類
に
増
え
、
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の

お
守
り
を
作
る
喜
び
が
更
に
広
が
り
ま
し
た
。

☆
体
験
料
一
五
〇
〇
円
。
約
三
〇
分
で
、

お
守
り
を
一
つ
作
り
ま
す
。

☆
団
体
様
で
の
体
験
も
で
き
ま
す
の
で
、

チ
ー
ム
で
お
揃
い
の
お
守

り
を
作
る
こ
と
も
可
能
で

す
！
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参
集
殿
日
誌
（
抄
）

太
郎
坊
さ
ん
に
泊
ろ
う
！

「
ま
る
ご
と
東
近
江
」
ツ
ア
ー
！

お
ま
も
り
づ
く
り
体
験

受
付
中
で
す



今
年
三
月
、
国
の
文
化
審
議
会
は
太
郎
坊

宮
に
建
つ
社
殿
や
鳥
居
等
十
五
件
を
「
登
録

有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
」
に
登
録
す
る
よ

う
答
申
し
ま
し
た
。
今
回
、
登
録
が
答
申
さ

れ
た
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
、
本
殿
【
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
】

太
郎
坊
宮
の
神
様
を
祀
る
社
殿
で
、
最
も

重
要
な
建
物
で
す
。
夫
婦
岩
を
越
え
た
先
の
、

わ
ず
か
な
平
地
に
東
面
し
て
建
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
現
在
の
本
殿
は
江
戸
時
代
中
期
に
再

建
さ
れ
た
も
の
で
す
。
外
側
か
ら
全
容
を
見

る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
建
物
の
随
所
に

獅
子
や
菊
花
の
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

丁
寧
で
装
飾
性
も
豊
か
な
近
世
神
社
建
築

と
し
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

二
、
参
拝
所
【
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
】

本
殿
を
覆
い
囲
む
よ
う
に
建
て
ら
れ
て
い

る
社
殿
で
す
。
普
段
、
外
か
ら
見
え
る
の
は

こ
の
参
拝
所
に
な
り
ま
す
。
大
正
時
代
に
増

築
さ
れ
た
部

分
で
、
本
殿

と
一
体
化
し

た
複
雑
な
構

造
を
形
成
し

て
い
ま
す
。

三
、
舞
台
【
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
】

本
殿
の
前
に
設
け
ら
れ
て
い
る
の
が
、
舞

台
で
す
。
京
都
・
清
水
の
舞
台
と
同
じ
「
懸

造
り
」
と
い
う
工
法
で
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

基
礎
の
柱
は
全
て
急
傾
斜
の
岩
場
に
据
え
ら

れ
て
お
り
、
優
れ
た
建
築
技
術
が
用
い
ら
れ

て
い
る
点
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

四
、
授
与
所
【
明
治
時
代
中
期
】

舞
台
端
に
位
置
し
、

参
拝
者
に
神
札
等
を

授
け
る
た
め
に
設
け

ら
れ
た
建
物
で
す
。

五
、
拝
殿
【
江
戸
時
代
末
期
】

六
、
神
楽
殿
【
明
治
時
代
中
期
】

拝
殿
（
下
写
真
）
は
夫
婦
岩
の
下
に
建
つ

建
物
で
す
。
重
要
な
神
事
儀
式
を
行
う
た
め

の
社
殿
で
す
。

拝
殿
の
背
面

に
は
、
神
楽
殿

が
建
ち
ま
す
。

拝
殿
同
様
、
重

要
な
神
事
儀
式

を
行
う
際
に
用

い
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
江
戸

期
、
明
治
期
の

建
築
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
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国
定
「
登
録
有
形
文
化
財
」
へ
の
登
録
が
答
申
さ
れ
ま
し
た



七
、
永
安
殿
【
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
】

拝
殿
南
側
の
下
に
建
つ
永
安
殿
は
、
旧
社

務
所
兼
神
楽
の

演
奏
所
と
し
て

設
け
ら
れ
ま
し

た
。

八
、
長
楽
殿
【
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
】

永
安
殿
南
側
の
下
に
建
つ
集
会
施
設
で
す
。

講
堂
と
し
て
も
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
精
巧
な

細
工
の
唐
破
風
玄
関
を
設
け
、
永
安
殿
へ
渡

る
空
中
階
段
が
付
属
し
ま
す
。

九
、
祭
器
庫
【
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
】

神

事

や

儀

式

に

用

い

る

道

具

を

納

め

る

場
所
で
す
。

十
、
手
水
舎

【
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
】

神
様
へ
参
拝
す
る
前
に
、
自

分
の
身
や
心
を
清
め
る
た
め
の

場
所
で
す
。

十
一
、
銅
鳥
居

【
昭
和
三
十
二
年

（
一
九
五
七
）
】

夫
婦
岩
の
入
口

に
建
立
さ
れ
た
鳥
居
で
、
板
金
加
工
を
施
さ

れ
た
珍
し
い
も
の
で
す
。

十
二
、
絵
馬
殿

【
大
正
十
四
年
（
一
九
二
四
）
】

奉
納
さ
れ
た
絵
画
額
類
を
掲

出
す
る
た
め
の
建
物
で
す
。
文

化
財
保
存
修
理
の
権
威
だ
っ
た

岸
熊
吉
氏
の
設
計
監
修
に
よ
る
社
殿
で
す
。

十
三
、
不
動
明
王
拝
所

【
昭
和
五
年

（
一
九
三
〇
）
】

不
動
明
王
の
祠
前
に

建
つ
、
総
花
崗
岩
造
り
の
拝
所
で
す
。
大
棟

や
鬼
瓦
等
の
細
部
も
花
崗
岩
で
精
巧
に
作
ら

れ
て
お
り
、
高
度
な
石
工
技
術
を
見
せ
て
い

ま
す
。

十
四
、
中
門
【
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
】

山
麓
か
ら
の
石
階
段
途
中

に
建
つ
結
界
門
で
す
。
全
て

花
崗
岩
で
造
ら
れ
て
お
り
、

随
所
に
見
ら
れ
る
高
い
石
工

技
術
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
屋
根
は
美
し
い
反
り

を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

十
五
、
一
の
鳥
居

【
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
】

八
風
街
道
沿
い
に
あ
る
参
道
入
口
に
建
つ

明
神
鳥
居
形
式
の
鳥
居

で
す
。
北
に
延
び
る
参

道
の
先
に
は
赤
神
山
が

そ
び
え
、
神
社
の
入
口

を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

参
道
景
観
を
彩
る
大
鳥

居
と
し
て
、
参
拝
者
の

方
々
に
も
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
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日
程

令
和
元
年
十
月
十
五
日
～
十
六
日

宿
泊

三
谷
温
泉
・
明
山
荘

会
費

一
泊
二
日

二
万
八
千
円

◆
旅
程
の
ご
案
内

熱
田
神
宮
―
正
式
参
拝
―

織
田
信
長
が
崇
敬
を
寄
せ

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
東
海

随
一
の
大
社
で
す
。
皇
位
継

承
の
徴
と
な
る
三
種
神
器
の

一
つ
「
草
薙
剣
」
が
祀
ら
れ

て
い
ま
す
。

正
式
参
拝
後
に
は
、
国
宝

や
重
要
文
化
財
を
含
む
数
多

く
の
文
化
財
を
拝
観
し
ま
す
。

◆
そ
の
他
の
旅
程

・
砥
鹿
神
社
参
拝

・
三
河
湾
国
定
公
園
散
策

※
一
般
の
方
の
ご
参
加
も
歓

迎
で
す
。
ご
希
望
の
方
に
は
、
詳
し
い
旅
程

表
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

◆
太
郎
坊
金
襴
ご
朱
印
帳

（
御
朱
印
料
含
む

）
二
〇
〇
〇
円

純
白
の
布
地
に
金
糸
で
太
郎
坊
宮
の
神
様

の
御
紋
「
輪
宝
」
と
瑞
雲
を
織
り
出
し
た
、

特
別
な
ご
朱
印
帳
で
す
。

※
七
月
末
頃
よ
り
、
授
与
を
開
始
し
ま
す
。

◆
市
松
柄
勝
守

各
色
一
〇
〇
〇
円

モ
ダ
ン
な
市
松
模
様

が
人
気
の
勝
守
。
新
し

く
、
明
る
い
パ
ス
テ
ル

カ
ラ
ー
仕
立
て
が
加
わ

り
ま
し
た
。
勝
利
の
栄

光
を
求
め
る
方
に
。

◆
お
仕
事
守

各
色
一
〇
〇
〇
円

仕
事
運
の
向
上
を

祈
願
し
た
お
守
り
で

す
。
新
し
く
赤
と
白

の
二
色
で
誂
え
ま
し

た
。
お
財
布
な
ど
に

も
入
れ
や
す
い
、
カ
ー

ド
タ
イ
プ
の
お
守
り

で
す
。

今
号
表
紙
に
は
「
香
盒
（
平
安
京
大
内
裏

大
極
殿
ノ
瓦
ヲ
以
テ
作
ル
）
」
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。
香
盒
と
は
、
御
香
を
収
納
す
る
容

器
を
言
い
ま
す
。
本
品
は
、
京
都
市
街
地
整

備
工
事
の
折
に
出
土
し
た
平
安
京
大
極
殿
瓦

の
残
欠
片
を
加
工
し
た
も
の
で
す
（
大
極
殿

と
は
、
天
皇
陛
下
の
即
位
礼
を
始
め
と
す
る

国
家
儀
礼
が
行
わ
れ
た
重
要
な
建
造
物
で
す
）
。

平
安
時
代
の
昔
か
ら
今
に
至
る
ま
で
の
歴
史

を
偲
ぶ
名
品
で
す
。
非
公
開
。
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―
皇
位
の
御
徴
・
三
種
神
器
を
祀
る

熱
田
神
宮
参
拝
と
三
谷
温
泉
宿
泊
―

新
し
い
授
与
品
の
ご
紹
介表

紙

解

説



―
千
日
大
祭
に
参
拝
す
れ
ば
、

千
日
間
の
参
拝
と
同
じ
ご
利
益
を
得
る
―

こ
う
言
い
伝
え
ら
れ
る
、

太
郎
坊
宮
・
千
日
大
祭
。

「
太
郎
坊
尊
の
大
祭
典
」

と
も
讃
え
ら
れ
た
千
日
大

祭
は
、
数
百
年
の
歴
史
を

持
つ
祭
礼
で
す
。

今
年
も
古
式
に
の
っ
と

り
、
諸
願
成
就
の
大
祈
祷

を
執
り
行
い
ま
す
。
大
祈

祷
で
は
、
皆
様
に
太
郎
坊

大
神
様
の
尊
い
ご
加
護
が

あ
る
よ
う
丁
重
に
お
祈
り

し
、
巫
女
に
よ
る
神
楽
の

舞
を
特
別
に
奏
で
ま
す
。

ま
た
、
大
祭
期
間
中
は

境
内
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

実
施
。
神
秘
的
な
空
間
を

描
き
出
し
ま
す
。
心
静
か
に
、
夜
の
太
郎
坊

宮
を
お
参
り
下
さ
い
。

◆

千
日
大
祭

大
祈
祷

七
月
二
十
日
～
二
十
一
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時
ま
で
（
予
約
不
要
）

ご
祈
祷

三
〇
〇
〇
円
よ
り

ご
祈
祷
者
に
は
、
特
別
に
お
祈
り
し
た

神
札
な
ど
を
お
授
け
し
ま
す
。

◆

千
日
大
祭

各
種
行
事

●
七
月
二
十
日

献
茶
祭

滋
賀
県
内
外
よ
り
献
じ
ら
れ
た
新
茶
を

太
郎
坊
大
神
様
に
さ
さ
げ
ま
す
。

一
般
向
け
無
料
お
茶
席
あ
り
。

（
午
後
一
時
よ
り
午
後
四
時
）

●
七
月
二
十
一
日

花
火
大
会

夜
空
を
花
火
が
華
麗
に
彩
り
ま
す
。

大
正
時
代
か
ら
知
ら
れ
た
太
郎
坊
宮
の

花
火
大
会
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

・千
日
大
祭
奉
拝
記
念
御
朱
印

千
日
大
祭
の
祭
日
に
参
拝
さ
れ
た
方
だ
け
に

お
授
け
す
る
、

特

別

な
御

朱
印
で
す
。

※
数
量
限
定

観
月
祭
（
九
月
二
十
四
日
）

抜
穂
祭
（
九
月
下
旬
）

秋
季
講
社
大
祭
お
よ
び

功
績
者
表
彰
式
典
（
十
一
月
一
日
）

一
願
成
就
社
報
恩
祭
（
十
一
月
三
日
）

新
嘗
祭
（
十
一
月
二
十
四
日
）

献
菊
祭
お
よ
び

菊
花
展
（
十
一
月
上
旬
）

七
五
三
参
り
（
十
一
月
中
）

お
火
焚
大
祭
（
十
二
月
一
日
）

大
祓
式
（
十
二
月
三
十
一
日
）
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―

太

郎

坊

尊

の

大

祭

典

―

千

日

大

祭

の

ご

案

内

今
後
の
祭
事

ご
案
内
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